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海のおいしさ第三話
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あとがき

一番最初のお話なので、漁師さんと海業の関係性について描きました。とある
漁港へ取材にうかがって、漁協の組合長さんや漁船クルーズに取り組む漁船
に乗船させていただき、船長さん、奥さん、息子さんにお話をうかがいました。
時代や環境が変化する中で、大変多くの苦労や工夫があったとお話してくれ
ました。新しいことをはじめるにあたり、さまざまな意見や考え方があるという
ことは想像に難くないですが、お会いしたすべての方の共通点があって、それ
は「みんな海が好き」ということ。漫画の中でも昔気質の漁師の厳田さんが海
や仕事を大切にする気持ちとそれゆえに葛藤する様子に心を打たれたかすみ
の行動を通じてそれが描けたと思います。

この回は、漁協直営の食堂で美味しい食事とお話をうかがって思いついたお
話です。漫画では、何をしてもうまくいかない鉄平の視点で、架空の食堂「アジ
味」で起こる人間ドラマを描きました。海業の一環ではじめられたという地元
で獲れる食材をメインにあつかう漁協直営のお店、誰もが最初は経験のない
不慣れな仕事をするからトラブルはつきものだけど、みんなで助け合っていく
ことで解決していく。海業ではときには慣れないこと、経験のないことにもチャ
レンジする場面があるけど、鉄平が魚を上手にさばけるまでに成長するエピ
ソードを通じて、個々の努力とそれをチームで助け合っていく先に海業の未来
があることを伝えたいです。

前話から少し時間が経過した頃のお話で、漁港では観光客の方の釣りを容認
するか禁止するかで意見が分かれています。漫画では、漁師メシや直営食堂、
釣りの思い出など、かすみらしく「海のおいしさ」を交えてこのテーマについて展
開していきます。この回で最も伝えたかったのは、釣り堀の是非ではなく最後
のページでのかすみのセリフ「海業をやってもらうことじゃなくて、きっと、背中を
押すこと」です。第一話の冒頭では厳田さんに対して前者の感じでどこか押し
付け気味にすすめていたかすみが、この回では海業を正しく理解しています。
海業とは、漁港に関わる当事者、漁港に来る人、すべてのみなさんが自分たち
の幸せのためにも取り組むことであり、それが「海業」の本質と伝えたいです。

漫画『うみぎょう！』で伝えたかったこと
海業ってなんですか第一話

人生と魚のさばき方第二話

海のおいしさ第三話
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うみぎょう！
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